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平
成
己
年
第
巴
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、
ロ
月

日
日
か
ら
白
日
ま
で
の
9
日
聞
に
わ
た
り
聞
か
れ
ま

し
た
。
議
会
で
は
、

平
成
己
年
度

一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
M
議
案
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と

お
り
可
決

・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

日

手呈

と

概

要

開
会
討
の
ロ
日
は
、
提
案
さ
れ

た
四
議
案
の
提
案
理
由
の
説
明
な

ら
び
に
議
案
の
細
部
説
明
が
、
叩
立

日
日
に
は
上
限
案
件
に
対
す
る
質

疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議

員
提
出
議
案

「北
陸
新
幹
線
の
早
期

着
工
と
在
来
線
の
存
続
を
求
め
る
決

議
」
が
追
加
上
起
さ
れ
、
慎
重
審

議
の
後
、原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

げ
日
は
、

7
人
の
議
員
か
ら
町

政
全
般
に
わ
た
る
代
表

・
一
般
質

問
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
上
位
案

件
な
ら
び
に
陳
情
l
件
が
そ
れ
ぞ

つ
い
て
」
お
よ
び
陳
情
の

「
小
選

挙
区
制

・
政
党
法
に
反
対
し
、
議

員
定
数
の
抜
本
是
正
を
求
め
る
い私

見
書
採
択
に
つ
い
て
」
は
、
諸
般

の
状
況
を
勘
茶
し
、
そ
れ
ぞ
れ
継

続
審
査
に
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。環
境
厚
生
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・

7m必
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
過
程
で
次

の
要
望

・
怠
見
が
あ
り
ま
し
た
。

1

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
ギ
楽

は
好
・
討
を
科
て
い
る
よ
う
だ
が
、

設
置
補
助
金
の
交
付
に
加
、
ぇ
、
浄

化
槽
の
保
守
管
理
や
泊
耐
に
つ
い

れ
所
管
の
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ

れ
ま
し
た
。

日
日
は
、
談
会
か
ら
付
託
さ
れ

た
上
起
案
件
な
ら
び
に
請
願

・
陳

情
が
各
常
任
委
封
会
で
怯
重
に
審

査
さ
れ
、
最
終
日
の
初
日
に
は
委

員
長
報
告
、
討
論
を
経
て
採
決
め

結
果
、
上
程
さ
れ
た
叩
議
案
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、議
案
1
件
と
「朝
日
町

悶
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委

員
を
選
任
す
る
た
め
同
意
を
求
め

る
件
」
が
上
松
審
議
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・
同
意

さ
れ
ま
し
た
。
次
・い
で
、
議
員
提

て
も
仰
せ
て
悶
知

・
指
導
の
徹
氏

を
図
ら
れ
た
い
。

2

ゴ
ミ
処
理
に
関
し
て
は
、
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
点
剣
に
検
討
し

対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ω
町
内
の
各
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
直
接
業
者
に
よ
る
処

理
を
行
っ
て
お
り
、
旅
館
や
病

院
等
か
ら
の
廃
棄
物
に
つ
い
て

も
、
有
料
化
を
含
め
て
研
究
さ

’し
、園、

。

ム

rJ／．
i
v

ω
自
家
処
理
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
出
具
設
置
の
た
め
の

新
た
な
補
助
制
伎
の
設
置
を
含

む
減
量
対
策
を
推
進
さ
れ
た
い
。

3

泊
病
院
経
営
健
全
化
計
画
の

医
業
収
益
に
対
す
る
職
員
給
与
資

比
率
の
本
年
度
目
標

（
札

%
）
を

目
指
し
、
医
業
収
益
の
用
に

一
層

努
力
さ
れ
た
い
。

産
業
建
設
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・

ふ
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
過
程
で
次

の
要
望

・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

朝
日
小
川
ダ
ム
周
辺
を
観
光

・

健
康
噌
進
な
ど
の
拠
点
と
す
べ
く
、

そ
の
多
目
的
な
活
用
を
図
る
と
と

も
に
、
関
山
川
整
備
後
の
維
持
管
埋

貨
に
配
立
さ
れ
る
よ
う
、
県
に
働

き
か
け
ら
れ
た
い
。

中中勾お渋中~~~

出
議
案
「
北
万
領
土
の
早
期
返
還

に
関
す
る
要
望
決
議
」
お
よ
び
「小

学
校
教
育
環
境
終
備
特
別
委
民
会

設
置
の
件
」
の

2
議
案
か
追
加
上

川
村
さ
れ
、
似
重
審
議
の
後
、
そ
れ

・
同
意

ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
主
旬
、
I
hH
M肌

l
午
、
川
県
占
一
円

l
仲
T

1
J
i
u
q

｛

H
V
」
｜
｛

は
、
い
ず
れ
も
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。

総
務
教
育
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・

添
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
去
の
過
程
で
次

の
要
望

・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

1

各
学
校
の
修
給
に
関
し
、
大

工
に
よ
る
巡
回
は
非
常
に
有
効
で

あ
り
、
こ
れ
を
継
続
し
校
合
保
全

に
努
め
ら
れ
た
い
。

2

国
指
定
史
跡
不
動
立
遺
跡
の

M
M
ボ
似
や
文
化
財
棟
柱
な
ど
は
、

出
傷
の
著
し
い
も
の
か
ら
順
次
そ

の
更
新
に
努
め
ら
れ
た
い
。

詰
願
の
「
『
消
賀
税
法
』
の
即

時
廃
止
を
求
め
る
意
見
害
保
机
に

児
用
議
会
で
は
、

フ
人
の
議
員
か
ら
問
政
全
般
に

わ
た
り
、
間
件
の
代
表
・一

般
質
問
が
あ
り
ま
し
た。

そ
の
中
か
ら
、
主
な
も
の
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

高
齢
者
対
策

E
41白
羽

生
き
が
い
や
悩
み

・

5
R
痴
呆
性
老
人

施
設
や
制
度
耐
の
対
策
に
加
え
、

尚
齢
者
の
生
き
が
い
や
悩
み
ご
と

等
の
相
談
に
応
ず
る
職
員
を
配
置

す
る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
痴
呆

性
老
人
の
数
と
対
応
策
を
伺
い
ま

す
。

thch~筑bth

調
査
研
究
・機
能
充
実

で
き
る
限
り
配
意

「生
き
が
い

」
は
側
々
人
に
よ

り
見
な
る
た
め
、行
政
と
し
て
は
、

そ
の
要
望
に
対
応
で
き
る
よ
う
側

．
巾
か
ら
援
助
し
て
い
く
こ
と
が
よ

り
よ
い
施
策
と
考
え
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
の
事
業
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の
助
成
策
に
つ
い

て
調
査
研
究
し
た
い
と
思
い
ま

す
。ぃ削
呆
性
老
人
は
か
な
り
の
数
に

上
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
対
恥
と

し
て
は
布
機
必
で
の
短
期
保
護
、

m床
時
に
は
そ
の

3
分
の
l
を
痴

答
弁

呆
性
老
人
を
対
象
と
す
る
な
ど
、

家
族
へ
の
指
導
助
言
を
含
め
、
で

き
る
限
り
の
配
意
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
が
ま
寸
。

総
合
計
画
と
事
算
調
成

質

問

方
針
と
施
策
は

新
総
合
計
画
も
後
半
期
に
入
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
来
年
度
予

算
制
成
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
ど
の

よ
う
に
重
点
的
に
反
映
し
作
成
す

る
の
か
、
ん
針
と
施
策
を
仰
い
ま

、可，

－
議
会
だ
よ
り

＠

議
案
・
請
願
等

の
採
択
結
果

全国のなかでの禽山県の順位を統計からみた富山（平成元年度版）から抜粋し掲載します。

（全国47都道府県）

可
決
さ
れ
た
も
の

平
成
2
年
度
補
正
予
算

O
朝
日
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

5
号
）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

O
朝
日
町
老
人
保
健
医
療
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（第
2
号
）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
地

設
笹
川
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
l
号）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
訟
療
地

設
宮
崎
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
1
号）

中中中句明苫

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
境
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
1
号）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
山
崎
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
1
号
）

。
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
3
号）

O
朝
日
町
南
保
外
二
地
区
用
水
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
l
号
）

O
朝
日
町
立
泊
病
院
卒
業
会
計
補

正
予
算
（
第

l
号）

条

例
。
朝
日
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
一
部

改
正
の
件

O
朝
日
町
長
、
助
役
及
び
収
入
役

の
給
料
そ
の
他
の
給
与
及
び
旅
費

支
給
条
例

一
部
改
正
の
件

。
朝
日
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
料
そ
の
他
の
給
与
及
び
旅
費
支

給
条
例

一
部
改
正
の
件

O
朝
日
町
め
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
一
部
改
正
の
件

O
朝
日
町
の
非
常
勤
の
職
員
の
公

務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
一

部
改
正
の
件

そ
の
他

。
町
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更
の

件O
宇
の
区
域
の
新
設
の
件

O
朝
日
中
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
購
入
契
約
締
結
に
関
す
る

・
平
成
3
年
2
月
号
＠

消費者物価地域差指数・…・・全国平均 100.0%富山県（2.2位）100.2%( 1位）東京都 111.0% (46位）愛媛県・宮崎県 96.8%
（年平均総合指数昭和63年）



答

弁

各
重
点
事
項

を

人
口
減
少
、
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
創
意
と
工
夫
に
よ
る
計
画
財
政

が
求
め
泊
め
れ
て
い
ま
す
が
、

3
年

度
の
重
点
事
項
と
し
て
は
、
ふ
る

さ
と
活
性
化

・
都
市
計
画
街
路

・

教
育
環
境
控
備

・
林
業
集
落
定
住

整
備
の
各
事
業
の
ほ
か
、
宮
崎
境

環
境
整
備
の
た
め
の
調
査
、
公
共

下
水
道
基
本
計
画
の
策
定
、
無
雪

害
街
づ
く
り
事
業
な
ど
を
考
え
て

い
ま
オ
伐
持
山
刊
誌
？

ゐ
一
～減
緋

ぺ
斗
込
J

山
中
令
V
4
4
M
L

、品T
G

dzLm

，v
e
w
Y
叫
＆
i
h
e
w
j
a＆

言
、
号

若
者
が
J
ぬ
着
す
る

E
B
K
施
策
を

先
の
国
勢
調
査
で
は
、
前
回
に

比
べ
県
下
2
番
目
の

1
2
5
0
入、

6
・
6
4
打
の
減
少
と
な
っ
た
が
、

楓
山
～3
海
フ
場

質

問

環

境
保
全
対
策
は

捌
山
ゴ
ル
フ
場
開
発
に
伴
、
っ
環

境
保
全
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
自

治
体
と
し
て
、
そ
の
協
定
や
水
質
、

動
航
物
の
失
態
等
’
同
然
環
境
の
い
申
me

的
調
査
の
内
容
や
結
果
を
ど
、
つ
が
J

え
、
進
め
て
い
る
か
何

い
ま
す
。

答

弁

開
発
協
定
で

現
夜
、
会
社
で
は
用
地
交
渉
の

メ
ド
を
つ
け
る
と
と
も
に
開
発

行
為
の
変
更
子
続
き
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
肘
地

交
渉
の
完
了
と
と
も
に
川
県
か
ら
会

社
へ
変
更
の
丁
ホ
が
な
さ
れ
た
後
、

町
と
引
業
者
間
で
農
業
用
水
の
峨

保
、
自
然
環
境
保
全
、
農
薬
の
使

用
卜刀
法
等
を
儲
り
込
ん
だ
開
発
協

定
を
締
結
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
お
内
然
環
境
の
事
前
実
態

調
資
に
つ
い
て
は
、
既
に
他
物
、

昆
虫
、
烏
歌
等
に
闘
す
る
報
告
書

が
提
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

大
一
旦
被
害
対
策

質

問

補

助

し
肱
成
を

我
町
で
唯
一
の
転
作
作
物
で
あ

若
者
が
働
け
る
職
場
の
維
保
、
安

心
し
て
預
け
育
て
る
こ
と
の
で
き

る
施
設

・
環
境
の
整
備
、

U
タ
ー

ン
し
て
も
ら
う
た
め
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
の
拡
大
に
つ

い
て
、
考
え

方
を
示
さ
れ
た
い
。

答

弁

誇

れ

る

町

づ

く

り

に
努
力

人
口
定
着
に
は
活
性
化
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
何
よ
り
も
町
の
将
来
へ

の
希
望
が
あ
る
こ
と
が
一
番
で
あ

り

こ

の

観
点
か
ら
昭
和

ω年
に

は
新
総
合
計
画
を
策
定
し
、
施
策

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
雇
用
の
場
の
創
出
、保
育

所

・
学
校
の
建
設
整
備
を
重
点
と

す
る
居
住
環
境
の
整
備
に
努
め
て

い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ヅ
プ

の
た
め
、
案
内
板
の
務
備
を
図
る

マ
イ
タ
ウ
ン
・
サ
イ
ン
計
画
、

「ま

ち
の
か
お
」
づ
く
り
事
業
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
自
分
の
町

は
朝
日
町
で
あ
る
と
誇
れ
る
町
づ

く
り
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

弘、九、d
v

国
保
税
γ

固
定
資
崖
税

質

問

負

担

軽

減

を

間四
保
加
入
世
帯
が
減
少
す
る
中

で
、
減
傾
世
帯
の
明
や

1
人
当
り

崎市
養
諸
費
の
上
回
升
に
よ
り
、
高
い

る
大
豆
は
、
近
年
希
に
み
る
大
凶

作
と
な
り
ま
し
た
が
、
来
年
の
陵

子
大
豆
の
補
助
、
共
済
金
支
払
い

の
見
通
し
、
農
協
等
か
ら
の
助
成

要
請
に
ど
う
対
処
さ
れ
る
の
か
伺

い
ま
す
。

答

弁

補
助
・検
討
し
た
い

平
成
2
年
の
大
一足
転
作
は
1

4

4
Dで
、
こ
の
度
の
被
害
に
よ
る

減
収
は

5
下
万
円
値
と
推
測
さ
れ

ま
す
c

米
年
の
純
子
大
江
峨
保
の
取
り

組
み
に
対
し
て
は
、
県
と
と
も
に

町
も
助
成
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

3
月
議
会
に
制
比
計
上
し
た
い
と

与
え
て
い
ま
す
。
ま
た
北
ハ
一
前
金
に

つ
い
て
は
、
大
一以
北
ハ
消
川
入
良
家

に
対
し
川
：
当
リ
3

U
M
川門が
文
払

わ
れ
る
予
定
で
す
。
な
お
町
松
’
H

の
助
成
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
県

下
の
動
向
等
を
u凡
な
が
ら
般
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

コ
…去
一対
策

質

問

現

状

と

対

策

は

ゴ
ミ
量
の
推
移
と
卜
ン
当
リ
コ

ス
ト
及
び
隣
町
と
比
較
し
た

1
人

当
り
コ

ス
ト
は
い
く
ら
か
。
ま
た

最
近
の
社
会
情
勢
の
中
で
、
何
が

求
め
ら
れ
何
を
や
ら
な
け
れ
ば
な

税
負
担
と
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に

米
年
度
に
闘
は
、
応
抵
割
比
率
を

増
や
し
値
上
げ
す
る
予
定
と
も
聞

き
ま
す
が
、

3
年
度
国
保
会
計
へ

2

年
度
以
上
の
繰
入
れ
を
要
請
し
た

・ν
ま
た
、
固
定
資
産
評
価
額
の
上

昇
に
伴
う
税
の
負
担
調
設
率
を
拡

充
し
、
緩
い
も
の
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

答
弁
決
算
見
込
み
を
勘
案
し
・

世
改
正
に
基
づ
き

国
保
全
計
は
被
保
険
者
が
減
少

す
る
一
方
、
高
齢
者
の
加
入
割
合

が
高
く
な
る
と
と
も
に
医
療
費
も

増
加
し
、
厳
し

い
財
政
運
営
を
行

っ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
一
般
会

計
か
ら
所
要
の
繰
入
れ
を
行

っ
て

い
ま
す
が
、
今
年
度
の
決
算
見
込

み
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
来
年
度

の
繰
入
れ
に
つ

い
て
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
固
定
資
産
の
評
価
替
え
に

よ
る
負
制
調
整
措
躍
は
、
今
後
地

方
税
法
の
改
正
が
行
わ
れ
れ
ば
、

そ
れ
に
基
づ

い
て
課
税
す
る
所
存

で
す
。

バ

ー

：

’

商

農
ι

活
一性
化

言、白川
d

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

E
R
l建
設
へ
の
協
力
は

町
ン
ヨ

y
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
建

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
か
。

を
伺
い
ま
す
。

答

弁

暫

増

傾

向

減
量
化
に
向
け
て

ブ
ミ
収
集
量
は
、
昭
和
印
年
を

削
と
し
て
平
成
元
年
度
で
は
刷
で
、

年
間
平
灼
4
引い
の
柄
、
昭
和

ω年

を
削
と
し
て
平
成
元
年
度
で
は
川

で
あ
リ
、
年
間
平
均

2
口
崎
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た

l
人
当
り
可

燃
ゴ
ミ
排
山
辺
は
隣
町
に
比
し
約

加
訂
多
く
、
収
集
巡
搬
純
白
は
．冗

年
度
で
ト
ン
当
リ

6
、

3
2
1
刊

で
す
。
こ
れ
ら
は
自
家
処
理
家
庭
の
減

少
や
物
の
泣
か
さ
、
飲
食
店
等
の

数
に
よ
る
む
の
と
々
え
ら
れ
ま
す

見
解

北
陸
新
幹
線
の
早
期
着
工
と
在
来

線
の
存
続
を
求
め
る
決
議

北
陸
新
幹
線
は
、
沿
川
斜
地
域
の

飛
附
的
な
振
興

・
発
展
を
凶
る
う

え
で
大
き
な
効
来
を
も
た
ら
す
ば

か
り
で
な
く
、
東
京

・
大
阪
を
結

ぶ
東
海
道
新
幹
線
の
代
替
補
完
機

能
を
持
つ
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

て
あ
る
。

こ
れ
が
挫
慨
は
、
一
部
で
本
格

着
工
及
び
雌
工
事
箇
所
の
調
査
工

事
が
行
わ
れ
て

い
る
も
の
の
、
北

陸
新
幹
線
全
線
の
計
画
は
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
つ
し
た
中
に
あ

っ
て
、
運
輸

省
は
並
行
在
来
線
の
廃
止
を
新
幹

設
計
画
の
進
捗
状
況
と
見
通
し
、

さ
ら
に
こ
れ
に
対
す
る
町
の
協
力

と
参
画
に
つ
い
て
。
ま
た
大
中
規

肢
の
出
店
計
画
が
出
た
場
合
の
対

応
と
、
町
の

「中
規
按
小
売
店
舗

に
関
す
る
指
導
要
綱
」
の
存
続
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

責
極
的
に
支
援
し

答

弁

汁

叶
2

マ，，
auv

こ
の
建
設
計
画
に
つ

い
て
は
、

共
同
店
舗
設
立
準
備
組
合
で
ロ
月

末
を
メ
ド
に
概
要
計
画
の
作
成
に

努
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
町
と
し

て
は
、
今
後
と
も
そ
の
公
共
性
と

商
業
活
性
化
の
た
め
、
準
備
組
合

か
ら
具
体
的
な
構
想
が
示
さ
れ
れ

ば
、
組
合
の
自
主
性
を
生
か
し
な

が
ら
、
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一－

が
、
減
門
一地化

．
資
版
化
の
呼
び
か

け
や
生
ゴ
ミ
処
卸
｛山耐へ

の
川
附
肋
を

一
付
つ
て
お
り
、
今
後
と
も
伝
助
で

き
る
も
の
が
あ
れ
ば
助
力
し
た
い

と
々
え
て
い
ま
す
。

山
川
林
活
工
の
前
従
と
し
、
J
R
西
日

本
は
魚
沖

l
糸
魚
川
問
、
高
岡
｜

沖
峨
聞
の
ト
仕
来
線
廃
止

・
経
営
移

管
を
求
め
て
い
る
が
、
J
R
北
陸

線
は
県
民

・
町
民
の
通
勤

・
通
学

め

J
札
。
で
あ
り
、
そ
の
廃
止
を
認

め
る
こ
と
は
と
う
て
い
で
き
な
い
。

よ
っ
て
朝
日
町
議
会
は
、

北
陸

新
幹
線
の
早
期
着
工
を
図
ら
れ
る

よ
う
強
く
．
要
望
す
る
と
と
も
に
、

J
R
西
日
本
に
よ
る
在
来
線
の
存

続
を
強
く
訴
え
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

平
成

2
年
ロ
月
日
日

富
山
県
下
新
川
郡

朝
日
町
議
会

－
議
会
だ
よ
り

＠

件議
員
提
出
議
案

。
北
陸
新
幹
線
の
早
期
菊
工
と
在

来
線
の
存
続
を
求
め
る
決
議

O
北
方
領
土
の
早
期
返
還
に
関
す

る
要
望
決
議

O
小
学
校
教
育
環
境
整
備
特
別
委

員
会
設
置
の
件

承
認
き
れ
た
も
の

平
成

2
年
度
補
正
予
算

。
朝
日
町
一
般
会
品砧

正
予
算
（第

3
号
）

O
朝
日
間

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

4
日す
）

同
意
さ
れ
た
も
の

O
朝
日
町
固
定
資
産
評
価
審
議
委

員
会
の
委
員
を
選
任
す
る
た
め
同

意
を
求
め
る
件

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

O

「
消
費
税
法
」
の
即
時
廃
止
を

求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

O
小
選
挙
区
制

・
政
党
法
に
反
対

し
議
員
定
数
の
抜
本
是
正
を
求
め

る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

小
学
校
教
育
環
境

整
備
特
別
委
員
会

設
置
さ
れ
る

ロ
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

朝
日
町
議
会
に
小
学
校
教
育
環
境

整
備
特
別
委
員
会
が
次
の
と
お
り

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
教
育
環
境
整
備
特
別
委

国貝
A
E

（①
は
委
員
長

員
長
）

①
扇

谷

隆

二

深

松

実

大

平

吉

作

勝

原

時

夫

水
野
甚
之
輔

O
は
副
委

O
平

崎

知

勝

河

村

清

光

松

下

宏

一

吉

江

守
配
…

庭

田

誼

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

折
戸
惣
市
氏
再
任

ロ
月
議
会
定
例
会
で
、
任
期
満

了
に
伴
う
朝
日
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
に
、
折
戸
惣
市

氏
の
再
任
い
か
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

折戸惣市氏
（草野1325の2・66貴重）

－
平
成

3
年
2
月
号
＠

勤労者世帯の実収入…・全国平均 481,250円富山県(14位）519,578問（ I i立）l奇玉県 576,691円（47位）i'!'縄県 348,411問
( 1世帯当たり年平均1か月間の実収入昭和63年）

勤労者世帯の消費支出……全国平均 307,204円高山県（38位）290,285円（1位）岡山県 359.157円（47佐川中縄県227,629円（1世情
当たリ年平均lか月間の消費支出昭和63i手）



娘細
さ
わ
や
か
な
若
き
岳
人

叫
川
崎
川

坂

本

秀

さ

ん

「
山
に
い
る
と
き
は
、
正
直
言
っ
て
下
の
世

界
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
ま
す
ね
。
と
こ
ろ

が
い
ぎ
下
に
来
る
と
、
今
度
は
山
の
こ
と
が
煩

か
ら
離
れ
な
く
っ
て
：・
」。

坂
本
禿
さ
ん
（
二
卜
九
歳

・
下
山
新
）
が
山

に
魅
せ
ら
れ
た
の
は
、
中
学
時
代
の
白
馬
登
山

が
き
っ
か
け
。
「
高
校
に
は
山
面
部
が
な
か
っ

t 
・』a
R 
九

柄拘か念ゐ
酒

井

千

恵

子
さ
ん

（
初
歳

・
栄
町
）

「
咲
あ
必

／

L
W
6
」

〆J
MN
F
ι

－4P
H
r

．Ha
 

荒
川
4
丁
目
の
高
桜
文
雄
・
し
の
ぶ
さ
ん
夫
妻
の

長
男
勇
大
（
ゅ
う
だ
い
）
く
ん

8
歳

次

男

功

樹

（
こ
う
さ
）
く
ん

6
歳

長

女

奈

々

（

な

な

）

ち

ゃ

ん

｜
歳

た
の
で
、
大
学
へ
入
る
と
同
時
に
山
岳
部
へ
。

勉
強
そ
っ
ち
の
け
で
年
間
百
円
以
上
は
山
へ
授

り
ま
し
た
ね
」
と
笑
い
ま
す
が
、
今
も

一
年
の

う
ち
五
十
日
近
く
は
山
見
に
変
身
。
関
係
者
の

間
で
も
折
り
紙
付
き
の
確
か
な
登
山
技
術
で
、

こ
れ
ま
で
も
数
多
く
の
山
岳
救
助
前
動
に
協

力
し
て
き
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
昨
年
九
月
の
黒
部
峡
谷
奥
銚
山

で
起
き
た
避
難
事
故
で
は
、
自
ら
の
危
険
を
か

え
り
み
ず
、
岩
壁
の
登
は
ん
ル

l
ト
で
最
も
難

か
し
い
と
さ
れ
る

「
広
島
中
央
ル

i
ト
」
を
笠

リ
、
遭
難
者
の
救
助
と
遺
体
収
容
作
業
に
協
力
。

県
繁
本
部
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
雌
か
に
山
の
ド
市
中
故
は
運
不
運
が
つ
き
ま
と

い
ま
す
が
、

一
番
大
切
な
こ
と
は
何
と
い
っ
て

も
引
き
返
す
見
公
。
長
く
山
と
付
き
令
っ
て
い

く
た
め
に
も
、
引
払
山
口
身
こ
れ
か
ら
は
あ
ま
り
ム

チ
ャ
は
で
き
ま
せ
ん
ね
」
と
白
い
備
を
見
せ
る

若
き
岳
人
。

こ
の
三
月
に
は
、
山
で
山
会
っ
た

恋
人
と
め
で
た
く
ゴ
ー
ル
イ
ン
の
予
定
で
す
。

会星座名かに座

若
葉
マ
l
ク
の
さ
わ
や
か
さ
ん

昨
年
の
春
、
金
沢
の
医
療
専
門
学

校
を
卒
業
し
、
社
会
に
出
て
も
う
す

ぐ
一
年
。
「
も
と
も
と
医
療
関
係
の

仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し

た
か
ら
、
現
在
の
仕
事
は
希
望
ど
お

り
」
と
話
す
千
恵
子
さ
ん
。

職
場
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

使
っ
て
レ
セ
ブ
ト
の
集
計
な
ど
を
し

て
い
る
彼
女
、
「
よ
う
や
く
松
近
、
学

生
気
分
が
抜
け
さ
っ
た
感
じ
で
す
。

合勤務先坂東病院

食血液型 0型

会家族構成父・母・兄

こ
れ
か
ら
は
、
よ
り
仕
事
に
対
し
て

の
責
任
感
を
持
ち
た
い
で
す
ね
」
と

ほ
ほ
え
み
ま
す
。

休
み
の
日
は
、
家
で
音
楽
を
聴
い

た
り
、
好
き
な
推
理
小
説
を
読
ん
だ

リ
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
言
い
ま

す
が
、
こ
の
一
月
に
成
人
式
を
迎
え

た
ば
か
り
の
き
わ
や
か
さ
ん
、
「
今
年

は
い
ろ
ん
な
所
へ
旅
を
し
、

比
聞
を

広
め
た
い
で
す
ね
」
と
、
二
十
践
の

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

我
が
家
の
ス
タ
ー
た
ち

男
の
チ
ら
し
く
大
き
な
心
を
持
っ
て
散
し
い

と
名
付
け
た
長
男
の
勇
大
。
マ
イ
ペ

ー
ス
唱
で

そ
そ
っ
か
し
い
反
面
、
思
い
や
り
が
あ
り
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
が
得
意
な
よ
つ
で
す
。

何
事
に
も
成
功
す
る
よ
、
7
に
と
名
付
け
た
次

男
の
功
樹
。
偶
然
に
も
母
親
と
閉
じ
日
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
大
変
な
負
け
ず
嫌
い
で
が
ん
張
り

屋
さ
ん
。
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
で
、
運

動
神
経
だ
け
は
い
い
よ
う
で
す
。
妹
の
幽
倒
を

よ
く
み
て
く
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
ム
ー
で
は
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
的
な

存
作
と
な
っ
て
い
る
長
女
の
奈
々
。
女
の
チ
ら

し
く
や
さ
し
い

f
に
と
、
制
父
が
名
付
け
て
く

れ
ま
し
た
。
初
め
て
の
女
の
子
な
の
で
、
み
ん

な
物
珍
ら
し
く
、
何
を
す
る
に
も
彼
女
が
中
心
。

家
族
の
生
き
た
お
も
ち
ゃ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
我
が
家
の
ス
タ
ー
た
ち
、
い
つ
の
白

も
健
戚
で
、
明
る
い
チ
に
育
っ
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

泊柔道

スポーツ少年団

頑
張
る
豆
三
四
郎

－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

＠

泊
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
は
、
昭
和
四
十
一
年
に

地
区
の
有
志
や
武
道
関
係

者
に
よ
っ
て
そ
の
前
身
が

結
成
さ
れ
、
昭
利
問

1
六
年
三
月

に
、川
明
日
間
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間
「
第

一
号
」
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

ニ
ト
年
の
蔵
月
の
中
で
、
こ
こ

を
巣
立
っ
て
い
っ
た
豆
三
岡
郎
は

二
百
余
名
。
中
に
は
、
中
学
、
高

校
で
全
国
大
会
に
出
場
し
、
優
秀

な
成
績
を
収
め
た

O
Bも
い
ま
す
。

団
活
動
は
「
礼
儀
正
し
く
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
小
学
生
の
男
女
が

毎
週
月

・
水
の
二
回
、
午
後
七
時

か
ら
九
時
ま
で
、
総
合
体
育
館
の

格
技
室
で
練
習
を
行
っ
て
い
手
す
。

「エ

イ

／

ヤ

ァ

l
f
e」
の
か

け
声
勇
ま
し
く
、
一旦
三
四
郎
た
ち

は
耐
に
も
瓜
に
も
負
け
ず
、
心
身

の
凱
併
に
励
ん
で
い
ま
す
。

怠

信主

cg 

it；寒勝さん （52）は．新潟
県能生町の出身。昨年のII月

に念願のマイホームを新築。

朝日町へ来て初めてのお正月

を木の香り漂う新居で迎えま

した。

て〉

ぷ〉
さ

Gニー－
＜：：：：；ーー

あ

ー

ー
な
ぜ
朝
日
町
で
新
居
を

滝
漂

私
は
、
こ
の
十
年
で
引
っ

越
し
を
十
七
凶
経
験
す
る
な
ど
、

仕
事
の
関
係
で
長
い
間
転
勤
生
活

を
送
っ
て
き
ま
し
た
。
『
住
め
ば

都
』
と
言
い
ま
す
が
、
ど
こ
の
地

方
に
も
長
所
、

短
所
は
あ
り
ま
す

ね
。
最
終
的
に
朝
日
町
を
選
ん
だ

の
は
、
当
然
、
土
地
が
求

め
や
す
か

っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
知
人
が
い
る

こ
と
、
総
が
盟
富
な
こ
と
、

新
潟
に
近
い
こ
と
な
ど
、

家
扶
の
希
望
に
か
な
っ
た

こ
と
が
第

一
の
理
由
で
す
。

｜

｜
朝
日
町
に
住
ん
で
み

て
い
か
が
で
す
か
？

滝
津

昔
は
通
過
点
の
町

と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い

ま
し
た
が
、
ヒ
ス
イ
海
岸

や
ピ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

例
年

一
月
の
鋭
聞
き
に
は
、
紅

円
試
合
の
あ
と
、
育
成
会
の
皆
さ

ん
の
心
づ
く
し
の
お
し
る
こ
に
青

つ
づ
み
を
打
ち
、
な
ご
や
か
な
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
す
。
ま
た
、

夏
休
み
に
行
っ
て
い
る
海
や
山
で

の
野
外
活
動
は
、
よ
り
友
柿
を
深

め
、
団
結
力
を
強
く
す
る
判
例
の

楽
し
い
行
事
の
一
つ
で
す
。

泊
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
聞
は
、

柔
道
を
通
し
て
心
と
技
を
磨
き
、

札
と
忍
耐
力
を
持
つ
青
少
年
の
育

成
を
目
指
し
て
活
動
を
重
ね
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、

て
、
「
比
三
間
郎
」

，‘．
。

ノハ・刀

ιi中
な 間
I) （こ

ま人
せ っ

な
ど
は
有
名
で
す
ね
。
テ

ニ
ス
コ

ー
ト
な
ど
も
で
き
る
よ
う
で
す
し
、

随
分
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

た
だ
、
私
た
ち
の
よ
う
に
外
か

ら
来
た
人
聞
に
と

っ
て、

言
葉
が

ち
ょ
っ
と
わ
か
り
ず
ら
い
で
す
ね
。

温
か
い
人
が
多
い
と
は
思
い
ま
す

が
、
今
後
、
人
を
集
め
よ
う
と
す

る
町
と
し
て
は
、
も
う
少
し
考
え

て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
%
が
し

ま
す
ね
。

｜

｜
町
政
に
対
す
る
要
望
は
？

滝
漂

ま
だ
町
の
こ
と
は
詳
し
く

知
り
ま
せ
ん
が
、
泊
駅
前
の
再
開

発
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
を
望

み
た
い
で
す
ね
。

ま
あ
、
い
ず
れ

に
し
ろ
、
私
た
ち
住
民
の
声
が
施

策
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
な
問
政
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

勤労者世絡の貯蓄額…一全国平均 5‘632予円 高山県(III.立）6.313千円 （1 ｛~ ；奈良県7,088千円 （ 47位） 沖縄県 2,253千
円 （l世帯当たり貯／！｝紙攻＆：高昭初59年）

清酒消費量……全国平均15.82f 富山県l7位）2361 f ( 1位）秋田県31.86e (46位）鹿児島県112 f ( 20歳以上人「ll 
人当た 1)ii'i'iriil'i’fHl: 免許制伎の追う沖縄県を除〈 昭和62年度）
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が
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が
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放
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感

来

過

山

崎
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崎

日

大

が
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統

て

と

さ

い

礎

で

’
観

必

観

め

し

『

一

て

H

山

援

し

川

窓

て

部

と

す

摘

町

の

い

仰

い

が

ら

を

錦

、

片

番

月

・

’

化

か

り

き

．

可

あ

す

t

の

の

ず

型

〈
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じ

り

ひ

き

総

き

支

申

冗

と

つ

肝

’
ま
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目

も

た
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き

が
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一

1

え

り

変

う

降

て

「

ま

光

も

ら

恥

い

す

は

借

ぜ

山

動

ご

札

、

以

降

平

を

い

引住

実このページをみん怠でつくるペー

ジにしたいと思います。イラストや

マシガ，ご意見，皆さんlこ知らせた

いこと，なんでもけっこうでザ．ど

しどしお寄せください．

紙上軍名l乱その旨をはっきり・
いて，住所，氏名を明記して送って

ください。

ぎた，広報保では，広報あさひに

対するご憲見や，取り」＝げてほしい

問題など皆さんの声をお待ちしてい

ます。ご一報を。

イラスト

大蔵宏子さん
（羽入・17歳）‘’ 』ラノサ

と
でナ

ツ

" ，、、72 
、』－

ル、M旬
、

議趨
。F② 8

Vともちゃん（？）

RB  

、pノ
〆’
t

J
化

時
叫ん

もうぺ
ル
』
a司

物一一

／居眠＼

¥6) 1稔

⑧ 

｜ 町長れ~りごE

図 ~ 6ヲ

私
は
都
合
に
よ
り
会
社

を
退
職
し
た
の
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
毎
月
給
与
か
ら
天
引
き

さ
れ
て
い
た
住
民
税
は
、
今
後
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

国

お
答
え
す
る
前
に
、
ま

ず
住
民
税
の
徴
収
万
法
に

つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す

住
民
税
の
徴
収
十
刀
法
に
は
、
特

別
徴
収
と
い

っ
て
、
会
社
な
ど
が

納
税
者
に
課
せ
ら
れ
た
住
民
税
を

6
月
か
ら
翌
年

5
月
ま
で
の
ロ
か

月
に
分
け
、
給
与
の
支
払
い
時
に

天
引
き
し
て
町
に
納
め
る
十
刀
法
と
、

普
通
徴
収
と
い
っ
て
、
納
脱
者
が

年

4
固
に
分
け
直
接
町
に
納
め
る

方
法
の

二
通
り
が
あ
り
ま
す
。

お
J

吋
ね
の
あ
な
た
の
場
合
、
制

月
の
給
与
か
ら
住
民
税
が
天
引
き

（
特
別
徴
収
）
さ
れ
て
い
た
の
が
、

辺
峨
に
よ
り
給
与
の
支
払
い
を
受

け
な
く
な
勺
た
わ
け
で
す
か
ら
、

広
報
ク
イ
ズ

⑮

題

①
昭
和
臼
年
度
に
お
け
る
消
削
の

消
費
量
が
、
全
開
で

一
番
多
か
っ

た
の
は
ど
の
県
？

①
市
山
県

③

秋

出

県

＠

鹿

ーし
tリ
i
旬、

H
り
ノ
ド
’
J
H
川
H
H

②
附
和
臼
年
度
に
お
け
る
ん
川
山
県

の
在
人
ホ
ー
ム
特
及
率
は
、
全
同

で
何
位
か
？

①

お

位

⑤

l
位

。

5
位

③
附
初
日
年
か
ら
臼
年
ま
で
の
凶

年
川
に
、

μ山
l
以
上
の
地
五
は

ん
い
川
山
県
で
は
例
制
あ

勺
た
か
？

②

o
M
＠
初
一
凶
＠
刊
一
回

〔
応
募
方
法
〕

会
は
が
き
に
答
え
の
記
号
（
例
①

ー
①
、
②
ー
＠
、③
｜
＠
）
、
住
所
、

－
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ
＠

? 
Siな

農家所得……全国平均5.6Jl.9千円富山県（8 f立）6.831.3千円 （I位）東京都8.939.3千円 （47位）魔児島県3.529.3千円
（農家I戸当たり農家所得昭拘62年度）

の

天
引
き
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
残
り
の
住
民
税
は
、
原
則
と

し
て
、
本
人
に
前
扱
納
付
（
普
通

徴
収
）
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
際
、
役
幼
か
ら
納

税
者
で
あ
る
あ
な
た
あ
て
に
、残
り

の
住
民
税
の
納
税
通
知
替
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
ケ

ー
ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
具

体
的
な
こ
と
は
役
場
税
務
課
（

E

m
u－
－

o
o内
線
1
0
4
）
へ

お
問
い
ん
い
わ
せ
く
だ
さ
い
ι

氏
名
、
年
齢
を
記
入
し
て
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
全
問
一
止
解
の
人
の
中

か
ら
、
抽
選
で
三
人
の
人
に
テ
レ

ホ
ン
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
ま
た
、
符
え
の
ほ
か
広
報
あ

さ
ひ
に
つ
い
て
の
ご
窓
口凡
や
日
ご

ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
、
イ
ラ
ス
ト

な
ど
を
杏
き
添
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
E
〈

向
い

な
お
紙
上
一
院
名
を
昂
引
の
場

人
H

は
、
そ
の
宵
を
は
っ
き
り
と

A

い
て
く
だ
さ
い
。

会
あ
て
先

干

m
i
m山
削

川

町

道
下

1
1
3
3
4併
地
川
例
制
町
役

場
総
務
掛
川
情
性
広
報
係
ま
で
。

会
締
め
切
り
は

2
川
口
円
で
す
。

ム
以
前
例
の
当
選
者
は
、
パ
ン
パ
イ

ア
さ
ん
（
？
）
、
と
も
ち
ゃ
ん
（
？
）
、

ぱ
あ
ぷ
る
式
部
さ
ん
（
ロ
歳
）
に
決

ま
り
ま
し
た
。

（
正
解
者
同
名
）

－
平
成

3
年
2
月
号

。
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魅力再発見

不
思
治
な
魅
惑

1

日
叫
A
H

W

時
火
な
？
l
－T一，．
1
ト
ど

C
O
N
T
E
N
T
S
Z
’tw 

山
刊
日
町
と
い
う
と
ニ
ろ

医癒の現場かS

' 
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。3
叫

郷
土
の
給
増
eg奥

パ
tuFつ
芳
ヲ
テ
ン
グ

プ
ラ
ン
ト
勺
才
ツ
チ
ン
グ

ス
軌
目

別

ふ
ゐ
さ
と
肉
円
、
か
し
げ
れ
喝
し

ね

輔
8
ブ
ラ
ン
ド
的
治
問
．
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．
野
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問
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マA
列
汐
診
V
A
V
邑

で

日
本
の
同
制
拡

・

sea－
uq
・
e．－明悶応
U
U
邑
に
む
か

sue・”
が
ゐ
奇
号
、
の
瓜
側
面
阜
の
up

仙

川

町

小

紀

行

日

淑
〈
・
刊
行
〈
こ
C
ど
n
a
n”n
で
応
向
ゆ
い
・
匂
の
買
泊刷
会p
u
z呈
両
民
渇
す
る
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新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
町
の
P
R
誌
「
マ
ガ
ジ

ン
ア
サ
ヒ
」
が
、
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

測
枚
に
も
の
ぼ
る
写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
全

ωぺ
l
ジ
、
オ
ー
ル
カ
ラ
！
の
A
4
サ
イ
ズ
。

朝
日
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
る
と
同
時
に
こ

れ
か
ら
の
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
大
い
に
役

立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
一

読

く
だ
さ
い
。

読
ん
で
見
て
楽
し
い

「
マ
ガ
ジ
ン
ア
サ
ヒ」

は
、
朝

日
町
の
自
然

・
文
化
・歴
史
な
ど
、

各
方
聞
か
ら
見
た
砂
ま
ち
の
魅
力
作

と
い
う
も
の
に
重
点
を
世
い
て
編

集
し
た
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
町

の
P
R
誌
で
す
。

カ
ラ
ー
で
印
刷
介
で
き
な
い
の
か

残
念
で
す
が
、
大
小
捌
枚
以
上
の

カ
ラ
ー
写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い

「海
抜
0
日
か
ら
3
0
0
0
訂
」

ま
で
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四
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し
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新
世
紀
へ
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山
身
者
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エ
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ー
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随
恕
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ギ
ネ
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削

U
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ど
、
「・
u叫

ん
で
は
て
楽
し
い
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内
科
と
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て
い
ま
す
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の
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ヒ
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泊
病
院
副
院
長

赤
川
直
次
先
生

を
は
じ
め
と
す
る
、

て
も

ぜ
ひ
ご

一
説
く
だ
さ
い
v

朝
日
町
の
魅
力
を
満
載
し
た

「
マ
ガ
ジ
ン
ア
サ
ヒ
」
は
、
一
冊

2
、

5
0
0
円
。
役
場
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
役
場
総
務

課
秘
書
広
報
係
ま
で
お
来
し
く

だ
さ
い
。

な
お
、
町
外
等
の
方
で
購
入

を
ご
希
望
の
方
は
、
現
金
書
留

ま
た
は
銀
行
の
口

座
振
替
で
も
お
求

め
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、
総
務

課
秘
書
広
報
係
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r－病患災」人生のすすめ
ここに7li誌の美しく輝いた

一つの人生があります。

43歳で高Jf!I.庄のため通院す

るようになり，その後：何度も

挫折しながら，背労してiA;!<l孟

食と禁煙に成功。 fl）：：日が健康

そのもので，どニといって悪

いところもありませんでした

が，l亙印Iiのすすめによリ時々

検査を受けていました。
""-

60歳の時， 早期j胃癌が発見

され手術。 68f;，誌の時，小さな

前立II制作jが発見さll.再び手

術。そして711訟の現花．問内

会の活動，必人会の活動にと

生き生きした初；日を送ってい

ます。

さて，人！日jはだれしも老化

していきます。そして．その

老化の過f'.1！.で11i.J気におそわれ

るわけです。現イ1：，わが国の

65歳以上の人のうち， 実に90

ノぞ一セントの人が何らかの病

気にかか勺ていると言われて

います。

ですから‘夜、たちは無病患

災で過ごすことはまず出米な ．

いことと ＂~＇j;↑f（・して，先にあげ

た7li阜の『万年官年』のよう

に，一つの州公とともに生き

ていくことて許可他の致命的な

病気を予防または早期発見 ・

治療して，人生をより輝かし

く ． 与~ リ多いものにし たい も

のです。これがー病患災の人

生です。

1990 

－
平
成
3
年
2
月
号
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~朝日町社会禍祉協練会Ci ,

皆芯んと共に地織の福祉向

上を目指す福祉団体です。

・場所

朝日町徳祉センター内

含83-0576

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

み
な
さ
ん
の
温
か
い
誠
意

5
4
0人
に
お
届
け
し
ま
し
た

「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
明
る
い
お
刷
け
し
ま
し
た
。

お
正
月
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
行
わ

・
募
金
等
の
内
訳

れ
た
歳
未
た
す
け
あ
い
起
動
の
「
愛

・

一
般
必
金
（
愛
の
袋
）

の
袋
」
募
金
に
は
、
昨
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を
上
回
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、
7
6
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、
7
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8
円

る
持
さ
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か
ら
の
出
か
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誠
立
と

ト
川
ハ
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
心
出
ま
る
必
金
に
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

お
世
話
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
特

さ
ん
に
対
し
、
探
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
貨
重

な
募
金
は
、
町
か
ら
の
議
末
見
舞

い
金
と
あ
わ
せ
て
、
町
内
の
恵
ま

れ
な
い
家
庭
や
寝
た
き
り
老
人
を

は
じ
め
、
県
内
の
社
会
福
祉
施
設

や
医
療
機
関
に
長
期
入
院
さ
れ
て

い
る
方
々
お
よ
そ

5
4
0
人
に
、

地
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の
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生
委
員
や
社
会
福
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協
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の
役
只
の
皆
さ
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を
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じ
て
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賛
助
会
員
加
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状
況

た
だ
い
ま
募
集
し
て
お
り
ま
す

町
社
協
の
賛
助
会
員
に
次
の
方
々

か
ら
加
入
申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

川
端
久
直
、
川
端
き
み
子
、
谷

門
克
己
、
谷
円
紀
美
子
、
水
野
す

な
、
江
幡
俊
之
、
川
上
舵
夫
、
藤

田
儀
広
、
藤
井
武
夫
、
鍋
谷
龍

一
、

⑨
賛
助
会
員
加
入
の
お
願
い

由
井
孝
夫
、
白
井
博
、
鍋
谷
義
輝
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
福
祉
の

藤
田
義
昭
、
吉
田
六

一
、
浜
弥
作
、
充
実
、
強
化
を
図
る
目
的
で
昭
和

浜
か
ゆ
子
、
魚
住
輝
雄
、
魚
住

み

位

年

度

か

ら

ス
タ
ー
ト
し
た
賢
助

つ
、
杉
本
久
夫
、
吉
野
幸
雄
、
大
全
員
制
は
、
年
々
、
会
員
数
も
明

久
保
高
雄
、
杉
本
宏
一
、
商
品
章
、
え
て
お
り
ま
す
が
、
自
税
制
達
成

乃
野
禿
人
、
大
久
保
光
政
、
厳
木
に
向
け
、
町
内
会
を
通
じ
て
、
皆

斜
、
石
附
芳
和
、
石
杭
竹
英
、
背
さ
ん
の
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
刷

水
鋭
、
長
能
川
雌
、
上
杉
伝
子
、
い
す
る
こ
と
に
し
て
お
リ
ま
す
。

伊
雌
虫
、
井
U
滋
必
、
大
台
市
伏
、
こ
の
主
計
に
賛
同
さ
れ
、
会

H

．れ
紙
三
郎
、
．
h
附
山
菜
、
伊
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一

加
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の
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し
込
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を
さ
れ
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、
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勝
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＝
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、
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ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご．さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が

ν？っ

あ
た
た
か
り
まぽ

朝

日

町

善

意

銀

行

（
は
月
刊
日
1
1
月
川
日
）

・
上
町
神
子
沢
き
み
え
さ
ん
か

ら

9

4
0

5
問

’
荒
川
小
杉
義
教
さ
ん
か
ら

3
、
0
0
0
同

’
朝
日
町
錦
鯉
愛
好
会
さ
ん
か
ら

2
0
0
0
0
円

昔
明
会
教
岡
高
岡
支

－F
l円
，
p
y
r－

－司、
1
川
J
L
f
m悶

－
ふ
く
し
の
窓
＠

塚
本
俊
雄
、
坂

u淳
一
、
坂

μ
敦

子
、
出
国
実
チ
、
長
能
淳

一
郎
、

弓
野
久
和
、
佐
渡
貞

一
、
佐
渡
あ

き
、
小
沢
法
、
小
沢
制
下
、
島
田

長
三
郎
、
と
く
名
、
岡
崎
梨
、
岡

崎
冴
子
、
山
本
興
次

（
以
上
回
名

富山県（42位）I .790(i Jill! l I ｛~： J 長崎県 l17,913百万円.( 47位）大阪府O風水害等被害額.....全国計 su.4s9o万円
｛昭和62年｝

m
u） 

岡・・田小朝
三 川 日

郎建問
さ設役
ん工場
か業 「

ら（附司普
代 ’、 意
表 2 の
取 0 fl白
締 3 」
役円

司’ 力、 司’
八ら扇
日谷
会工
さ業
ん所 r

か従 J
6 . 1 "'Y: 0 
0 リ O 古 O
、目 、

0 2 - 0 
O 3 I吉10 
0 4 さ O
同 円ん円

受理
~ 金 4笠宮II

職業場所 採用 資免格経験
番号
求人験櫨 主手書主

休 自 人数 2守等

40才ー 125,628-
女
靭・泊555

7 高校卒望星 Eま
以下 130, 152 他月24日勤務

2 給油係 20才ー 100,000-
男 3靭 ・一枚橋富山

6 不 問40才 180,000 女 3日祝~還休28割自社指定

3 テントの取 55才～ 120,000～ 男
朝 ・道下128

普通免終イ寸け配達 65才 150,000 日祝

4 18才～ 120,000-
男
草月 ・3草野2716 

2 
不問

製緩エ 55才 250,000 日祝他自社指定週休2日制 見習可

5 18才～ 120,000-
男
朝 ・草野27ト6

3 不問祖霊械組立工
55才 250,000 日祝他自社指定週休2目線 見習可

18才～ 143,050- 朝 ・犬家庄538
3 高校卒6 製造工 40才 187,050 男日祝他自社指定週休2日制

18才～
時給650円ー

朝・平柳500
5 不 間7 紡 t貫工 50才 女日他院選週休2日伽l

8 18才一 向 上 5 不 間紡績エ 50才 104,000～ 女日他自社指定週休2日制

65才ー 132,000～ 朝 ・平柳500
不 問9 遥織 エ 以下 150,000 男日他自社指定選休2日需IJ

10 運鍛工 55才ー 110,000『 女 朝日町 ・平柳
不 問

以下 125,000 同 上

－
町

の
臨
時
職
員

役
場
や
出
先
機
関
に
勤
務
す
る

臨
時
職
員
の
登
銭
希
望
者
を
募
集

し
ま
す
。

職
種

一
般
事

務

保

母

調

埋

員

肴

議

鮒

応
募
資
格

町
内
に
住
ん
で
い
る

人

｛
心
必
似
仰
を
除
く
）
で
、
保
付

平成3年2月介

くらしの情報

ホット求人情報

及
び
n
一
れ
議
婦
に
つ
い
て
は
、

を
持
っ
て
い
る
人

一
雇
用

4
月

1
日
以
降
、
必
要
に

応
じ
て
本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

申
し
込
み

殺
打
仰
を
希
望
す
る
人

は、

3
日
初
日
制
ま
で
に
、
内
情

の
履
原
告
と
資
格
の
必
要
な
職
純

（
保
母
及
び
行
過
婦
）
に
つ
い
て
は

免
許
の
写
し
を
添
え
て
役
場
総
務

課
人
市
’
係

へ
提
山
し
て
く
だ
さ
い
。

資
格

－
桜
町
団
地
入
居
者

新
築
中
の
町
営
住
毛
桜
町
団
地

5
号
轍
ロ
戸
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。
巾
し
込
み
の
十
刀
法
や
期
間

な
ど
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

役
場
建
設
課

（
宮
内
線
2
1

8
）

へ
問
い
合
わ
せ
を
。

も
っ
と
能
力
ま
だ
ま
だ
開
発

目
黒
部
職
業
能
力
開
発

目
セ
ン
タ
ー
受
講
生

合F求人情線一覧i'l!Jbご利用下車い．（商工観光課カウンターに展示）
合〈わしいニと＜：.魚，宮公美根拠安定in朝日分雪I;:USZ-0198へ釘問い合わせください．

募
集
科
目

・
定

員

建

築

地

工

科

：
初
名
、
住
宅
営
綿
科
・：
初
名
、

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
：－

m名

入
所
日
・
訓
練
期
間

平
成

3
年

4
月
叩
日
制
予
定

・
6
か
月

申
し
込
み

最
寄
り
の
公
扶
職
業

安
定
所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
黒
部
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ

ー
（
告
白
1
0
2
5
1
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
を
。

調
理
師
養
成
課
程
新
設

・
県
立
雄
峰
高
校
専
攻
科

雌
峰
尚
等
学
枝
川
山
中
攻
科
で
は
、

平
成

3
年
度
よ
リ
全
一
酬
の
定
時
制

で
初
め
て
、
卒
業
と
同
時
に
調
理

師
の
資
格
が
と
れ
る
調
耳
師
課
程

を
開
設
し
ま
し
た
。

募
集
定
員

午
前
の
部
、
午
後
の

部
と
も
各
初
名

（
男
女
不
問
）

入
学
資
格

高
卒
者
（
平
成

3
年

3
月
卒
業
見
込
み
者
を
含
む
）

修
業
年
限

2
年
間

学
習
形
態

週

5
日
｛

H
i金
）

制

1

日
3
時
限
授
業

出
願
手
続
・

受
け
付
け
：
・2
月
詑

円
附
i
3
月
幻
自
幽

・
入
学
検

査

3
川
お

Hω
面
接
、
作
文
、

市
記
試
験

（一

般
教
肉
食
）

問
い
合
わ
せ
先

高
山
県
立
雄
峰

高
等
学
校

干
蜘
富
山
市
中
亦
江
町

ー
ー
特

（
宮
0
7
6
4
1
U
H
4

9
5
1）
 

－
財
形
進
学
融
資

融
資
対
象
者

財
形
貯
蓄
を
お
こ

な
っ
て
い
る
勤
労
お

融
資
対
象
費
用

向
校
、
高
市
中
、

短
大
、
大
乍
な
ど
へ
進
学
す
る
際

の
入
学
令
、
技
業
料
、
受
験
料
等

融
資
額

財
形
貯
出
品
川
妓
向
の

5
倍

以
内
で
凶
万
円
か
ら
湖
．
h
円
ま
で

融
資
利
率
等

年

8
・
5
8
%、

返
済
期
間

5
年
以
内

詳
細
は
古
山
一
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー

（
合
0
7
6
4
Hお司
2
2
1
1
）へ
。

ゆ

一保
険
証
が

寸

l
－
変
わ
っ
た
ら

一よ
一

届
け
出
を

E山
U

V
M
祉
医
療
の
該
当
省

一y
？
』
一

一ふ
ム

一
車
広
や
料
広
め
心
身
附

ζ
”、

一
答
者
医
療
、
乳
児
朕
療
、

戸川

川
｝
母
子
父

f
出
家
庭
医
療
の
受

一日
本

一
一
給
者
で
、
そ
の
該
当
者
の

「
H
じ
保
険
証
や
そ
の
記
号
帯
号

が
変
．
史
に
な
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ

届
け
出
て
ド
さ
い
。

「
福
祉
医
療
費
消
ポ
帯
」
の
用
紙

は
変
更
前
の
も
の
は
無
効
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
を
。

V
老
人
保
健
の
医
蝶
受
給
該
当
者

河
蔵
以
上
（
一
定
の
障
害
の
方

は
臼
歳
以
上
）

で
老
人
医
療
受
給

者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、

そ
の
該
当
者
の
他
康
保
険
証
が
変

わ
っ
た
と
き
も
届
け
出
が
必
要
で
す
匂

V
開
け
出
に
必
要
な
も
の

福
祉
医
療
や
老
人
保
健
の
医
療

受
給
者
の
変
更
に
は
、
新
し
い
健

康
保
険
証
を
、
凶
民
地
康
保
険
か

ら
他
の
保
険
に
変
わ
っ
た
場
合
は

両

U
の
保
険
制
と
印
慌
が
必
裂
で

す
。
V
届
け
出
は
、
住
民
課
保
険
年
金
係

（
③
番
窓
口
）
へ
。

－
平
成

3
年
2
月
号

＠

有感地震回数……令[I平均 135匝l高山県（47位）19図（1 i立）決竣県 650図（46位）イi川県20回（昭和53～.62年の間接度
l以上の地誌の能回数）



－
あ
し
ら
せ
か
わ
ら
版

＠

げ
リ

Hrn五
～
時
制
刈
・
俗
刈
旦
す
尚
池

田
何
日
到
rEι

本
舵
五
円

4
1
1
4

3
月
日
日
ま
で
に
申
告
を

個
人
の
町
県
民
税

・
所
得
税

一
務
課
へ
持
参
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、

の
申
告
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し

一
所
得
杭
の
碓
定
申
告
を
し
た
方
は

た
。
・巾
化
円
の
期
間
は
、

2
月
日
日

一
阿
川
町
民
税
の
巾
告
を
す
る
必
要
は

か
ら

3
月
日
日
ま
で
で
す
。

一
あ
り
ま
せ
ん
G

仰
竹
書
は
、

2
月
中
旬
に
送
付

一

な
お
、
所
得
の
計
算
や
申
竹
書

し
ま
す
。
該
当
の
人
は
、
申
告
書

一
の
告
さ
卜々

が
わ
か
ら
な
い
卜刀
は
、

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
？
え
、一

左
記
の
日
程
で
地
区
別
に
相
談
を

必
要
帝
国
領
を
添
、え
て
、

3
月
日
日

一
受
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

ま
で
に
役
場
税
務
課
ま
た
は
各
農

一
い
。

漁
協
（
文
所
・
出
張
所
）
の
由
・
告
書

投
入
桁
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
所
科
税
の
山
中
止
書
は
、

作
農
漁
協
の
申
告
書
投
入
柏
へ
は

人
れ
な
い
で
、
税
務
署
か
役
場
税

また、出・告書が凶いていな

い方や記入のしかた等につい

てわからないむは、役場税務

課（宮内線104）へお問いんい

わせくださいコ

）~ 臼 地区 tえ、 場

2月201:l(ifi)笹 Jll 朝日町中央農協笹川支所

21日（t:)山 自奇 初日町中央~協山崎支所

22日ω山 自奇 制日目JfI t1央農協山崎支所

25日（月） 士見 朝日間flj1央農協境支所

261~ （刈 五箇庄 制目前中央農協五億i庄支所

27目的 五箇庄 朝日開f1：~1 央農協Ji箇庄支所

28日制 8 自奇 1~；崎illi 漁協

3月l日ωt.¥.谷＇*l入 朝日町中央農協経谷出張所
4日（月） j自（全地区l 朝日町役場

5日（刈 i自（ II ） 朝日町役場

6日｛刈 南 ｛果 制日町中央農協商保支所

7 8 k~ 犬家庄 k家庄農協

8日幽 大家庄 大家庄臨｜弘

申告相談会日程
.宅のヱジトツや
泊スの配管la夫lt実で司f11?
~·・に よ っ ておEむの煙突やプロパン

がスの配管は破1Jlしていませんか ？
これらがI波打iすると．山火やyゲス
燦発の1l;!1大｜となります。
もうーl弘熔！突やプロパンガスの

配管て与の... ·.~.j:~ を行い． 事放防止に努

めまし ょう。

－
消
防
団
幹
部
異
動

新
任

（
1
月

1
日
付
け
）

第

6
分

団

分

団

長

水

島

義

弘

H

副
分
間
長
米
谷
嘉
夫

退
団

（
ロ
月
訂
日
付
け
）

第

6
一分

間

分

団

長

水

島

和

之

副
分
団
長
柏
木
弘
行

II 

。相談時間はいずれも午前9B事30介～午後4鰐
．相該自以外にも総務課で梱設を受けています．

. 2月23臼ω・3I'! 9 8（±）は閉fi'Bですので栂談｛討すいません。

愛
の
献
血

協
力
者
名
（
ロ
月
実
地
分
、

－R
印

は
棚
ι鵬、

※
印
は
成
分
、
そ
の
他

は
柳
川
献
血
者
）

境
地
区
＊
根
建
一応
成
、
水

島
美
紀

チ

宮
崎
地
区
＊
常
川
八
秋
、
柿

木
昭
弘
、
水
品
苧
夫

笹
川
地
区

占問
。
長
井
汗
、
長
井
掛
川
床
、
長
井
出
限

志

泊
地
区
大
ヰ
以
一
山
内
、
女
犬

田
俊
、
－R
下
山
柑
二
、
大
鷲
明
宏
、

食
品
田
勝
義
、
－R
伊
藤
友
文
、

女

川
久
保
稔
、

－R
松
本
賢

一
、
貴
金

津
夫
二
、
－R
鍋
品
俊
雄
、
穴
水
野

浩
二
、
貴
島
田
通
代
、
－R
宮
本
拓

洋
、
※
竹
内
努
孝
、
犬
久
保
忠
美

子
、
小
坂
美
枝
子
、
古
市
ル
リ
子
、

平
坂
真
佐
美
、
藤
沢
孝
子
、
高
橋

光
邦
、
小
久
保
由
紀
子
、
問
中
み

－
児
童
手
当
を
支
給

児
童
手
当
の

2
月
定
期
支
給
分

を
次
の
と
お
り
指
定
口
座
に
振
り

込
み
ま
す
。

振
込
み
予
定
日

2
片
山

Hω

支
給
対
象
日

－Kl
成

2
年
同
川

i

一
十
成

3
年
1
月
分
。

た
だ
し
、
日

月
以
降
に
認
定
さ
れ
た
人
は
、
認

定
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
月

か
ら
支
給
と
な
り
ま
す
。

な
お
、

受
給
資
絡
が
あ
る
と
忠

わ
れ
る
人
で
、
ま
ど
文
給
さ
れ
て

い
な
い
人
は
、
役
場
h

任
以
諜
一
耐
祉

係

（
公
務
い
民
は
勤
務
先
）

へ
巾
抗

し
て
く
だ
さ
い
。
千
当
を
受
け
ら

れ
る
の
は
、
義
務
教
育
就
学
・
削
の

児
童
を
含
む
日
歳
未
耐
の
児
童
を

2
人
以
上
養
育
し
て
い
る
、
収
入

が

一
忘
の
額
米
満
め
人
で
す
。

詳
し
く
は
役
場
住
民
課
悩
祉
係

（
宮
内
線

l
1
6
）
へ
。

’クレーン等を
目運転される皆さんへ

労働安全衛生法地行令等の

改正に伴い、不整地運搬車、

ブレーカ、高所作業率、床上

脱作式クレーン（つり上げ利

主5t以上）及び小型移動式

クレーンについては、平成4

町の工事発注状況 Fヌ
<12月 1日～12月31日〉

コこ ・It、 ,}', ~J.~戸斤 予完 成定 Aイ官•'I 
占It 3誌 号室 J'll.当羽t

州 トl田T’単・4t'f,J也 ；lti,J<; l二 '-I~ ＊－＂＇＇野 3 Jl25H 8.1:17 .000 JI凋 4バ車tl 住民記長

｜羽体営料、jfi林s甫畿道併設谷 :fi ~宇 3 H25LI l<l.626,000 事（，＇. ~株HI式~~会止社 Z水皇産林昌弘石 .z宇&iia:·J~
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品
川
町
を
修
了
し
た
者
（
従
米
か
ら

適
法
に
起
転
業
務
に
枕
い
て
い
た

者
は
、
平
成

4
年

9
月
初
日
ま
で

の
聞
に
行
わ
れ
る
特
例
講
習
を
受

け
た
者
）
で
な
い
と
、
逆
転
業
務

に
就
け
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
魚
津
労
働
恭
慾
駈

務
署
（

E
U
1
0
5
7
9
）
へ
ν

国
見

一
、
中
嶋
公
英
、
勝
原
成
人

山
崎
地
区
安
江
端
武
正
、
－R
水
口

忠
則
、
堀
一
容
子
、
久
保
田
洋
子
、

七
沢
清
信
、
谷
絹
子
、
九
皇
真
A
ロ

大
家
庄
地
区
※
水
針
真
紀
子
、
※

石
崎
修
、

山
阿
敏
彦
、
山
崎
硲
美
、

山
崎
く
に

f
、
山
附
久
美
子
、
同

出
巾
芥
現
、
川
上
英
樹
、
古
木
線
、

．
わ
井
昨
幸
（
以
上
旬
名
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自動車の車検・登録は早めに
一富山陸運支局からのお願い一

毎年， 3 Jiは陀巡文同の窓
口が大変混雑し，手続きに米

られた方々にまえ時Fillお待ち願
うなど， ご迷惑をおかけ して

います。なるべく車検Lt2 rJ 
小に，廃車 ・名儀変更は3H
中旬；までに手来売ささltるよう
お願いします。

生活動需晶旬；提
、羽~ノ

1 月分（毎月 10口税.fi:；~·t
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か
子
、
米
沢
幸
一二
、
畑
信
義
、
沢

田
真
澄
、
大
村
千
賀
子
、
水
島
由

紀
子
、
水
島

盟
、
中
島
ナ

ツ
子
、

加
必
邦
男
、
塚
本
洋
子
、
越
沢
ケ

イ
子
、
久
我
口
幸
子
、
中
山
節
子
、

松
本
待
子
、
魚
住
芳
明
、
大
村
枚
、

西
岡
好
子
、
ギ
坂
硲
美
、
大
村
雅

人
、
笹
川
．

m紀
チ
、
高
畑
盟
加
、

加
政
武
志
、
一ヰ
仰
ゆ
か
り
、
久
我

口
香
代
、
中
川
泰
三

五
箇
圧
地

区
＊
金
訳
出
、
－R
稲
利
一
充
、

＊

寺
田
山
内
昭
、

－R
滝
本
別
芳
、
貴
重

野
弘
、
※
大
久
保
字
、
南
茂
締

f
、

南
茂
英
子
、
山
崎
和
美
、
藤
候
以

ァ十
、
越
坂
ぃ
具
司
、
西
田
常
義
、
篠

田
邦
夫
、
竹
内
浩
二
、
水
下
和
彦
、

河
村
義
光
、
重
田
春
江
、
大
久
保

淳

南
保
地
区

女
大
森
秀
一
郎
、

食
中
山
孝
則
、
米
丘
か
お
リ
、
勝

あ
な
た
の

本
箱
新
し
い
本

二
般
書
）

鋭

の

向

こ

う

側

に

岩

下

志

麻

時

の

制

騒

石

原

慎

太

郎

ア
ガ
サ

・
ク
リ
ス
テ

ィ
ー
生
誕
削

年
記
念
ブ
ッ
ク

ア
ガ
サ

・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー

チ
ェ
ー
ン

・
ス
モ

i
キ
ン
グ

沢
木
耕
太
郎

永
山
則
夫
獄
中
読
書
日
記永
山
則
夫

一
一

足

の

鮎

三

浦
哲
郎

サ
ッ
ダ
｜
ム

・
フ
セ
イ
ン
の
挑
戦

小
山
戊
閉

山
月
崎
正
弘

新
生
ド
イ
ツ
の
大
乱

女
の
人
生
す
ご
ろ
く

グ
;t,. 

プ小
な合
ご ニr・
ん加
端子

O
L術
（小

説

）

補
色
の
祭
リ
上
・
下

ト
じ
与
の
，じ

述
城
三
紀
彦

平
岩
り
校

び

ん

ぼ

う

草

群

ょ

う

こ

お
か
め
ひ
ょ
っ
と
こ
星
川
清
司

君
を
見
上
げ
て

山
田
太
一

幕

末

ガ

ン

マ

ン

生

島

治

郎

捨
て
て
こ
そ
、
首
領
大
下
英
治

山
林
府
軍
航
「
回
一
大
」
始
末U
J斗叶
3

刀口

’ea
－－
a
4

，
H
H
H
 

志
水
辰
夫

内
館
牧
チ

A

－
ン
ソ
ギ
ル

染
む
日

行
き
ず
り
の
街

ク
リ
ス
マ
ス

・
イ
ウ

夜
の
河
を
渡
れ

十
津
川
野
部
の
逆
襲
岡
村
京
太
郎

本
の
紹
介

「
土
地
の
魔
術
」

文
一
堂

春

秋

編

世
百
軒
則
一依
潮

位
一λ
ね－
n
H
向
苔

迦

7
3
j
j
d

文
献
資
療
品
相
嗣
蜘

の
「
け
eHi

l

a聞
剛
困
胸
陶
即
日

の

F
ttdJ

副
”
州
創
価
劃

勝
を
る
1

．－
F
h
E
B
古川
一
袋
す
吋

L
r
t・
－白
歯
槽

価
台
統
一

圃
園
田
”
“

地
舞
検
一

近
年
み
ら
れ
る
民
常
な
地
価
高

騰
は
、
今
や
東
京
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
深
刻
な
社
会
問
題
に
な

っ

て
い
る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
マ

イ
ホ
ー
ム
の
夢
を
奪
っ
た
の
は
誰

か
。
経
済
の
仕
組
み
、
金
融
の
仕

組
み
な
ど
、

5
つ
の
ポ
イ
ン
ト
か

ら
、
カ
ラ
ク
リ
を
探
る
。

．
平
成
3
年
2
月
号

＠

老人ホーム普及率一 ー全国平均 16.67人富山県（33f立）12.91人 （1紋）北海道 30.71人｛47位）愛知県 lO.21人（65歳以上
人口千人当たり老人ホーム収容定員昭和62年！主）

Y・・・圃＝＝型客

（人口10万人当た 1）救急病院教昭和62年）

ー」

救急病院数……会凶平均 3.23出111V,¥( 4 f主）5.35( l i立lfli＼井県 6..15( 471立）神縄県 1.16 



身近な話題を待っています（宮83-1100 内線20~）へ。

飾っておきたい気分です｜ 宵Fヲ時~~；
一一 手作り年賀状展 一一 ｜ 』民__i•

レリ汗新春にすがすが
一一 居合道の初げいこ 一一

一
月
六
日
、
朝
日
町
武
道
協
会

肘
合
道
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
初
げ

い
こ
が
、
総
合
体
育
館
の
絡
技
室

で
行
わ
れ
ま
し
た。

こ
の
自
の
初
げ

い
こ
に
は
、

雪

空
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
菅
千
之

さ
ん
、
美
佐
竹
男
さ
ん
、
戸
坂
一

夫

・
裕
子
さ
ん
夫
妻
の
合
わ
せ
て

四
人
が
参
加
。
降
り
し
き
る
言
を

眺
め
な
が
ら
、
文
字
通
り
兵
剣
な

表
情
で
剣
を
抜
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
有
段
者
と
い
う
だ
け

あ
っ
て
、
皆
さ
ん
の
剣
さ
ば
き
は

見
事
な
も
の
。
午
前
九
時
半
か
ら

お
よ
そ
二
時
間
、
火
の
気
も
な
い

道
場
で
剣
士
た
ち
は
す
が
す
が
し

い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

そ
の
ま
ま
飾
っ
て
お
き
た
く
な

る
よ
う
な
ス
テ
キ
な
年
白
状
が
ズ
ラ

り
と
勢
ぞ
ろ
い
。

一
月
十
日
か
ら
中
央
公
民
館
で

聞
か
れ
て
い
た
『
年
賀
松
展
』
に

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
H

自
艇

の
作
品
H

お
よ
そ
八
十
点
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

展
示
さ
れ
た
作
品
は
、
ほ
ほ
え

ま
し
い
も
の
か
ら
ま
術
性
の
高
い

似
品
あ
る
作
品
ま
で
、
も
ら
っ
て

う
れ
し
く
な
る
よ
う
な
も
の
ば
か

り
。
一凶
吹
田館
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
の

肘
を
川
引
い
て
い
ま
し
た
。

News 

争t Jll 

h'i7Jく町
1ぶ 聖子

高畠

金山 E

＠~ 

ど認
みず掠

真也
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翼
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長
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長

長
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議
今
年

「成
人
式
」
を
迎
え
、
新

し
く
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
人

は
、
朝
日
町
で
二
百
二
十
七
人
（男

百
人
、
女
百
二
十
七
人
）
。

こ
の
時
れ
の
門
出
を
祝
い
、
一

月
十
五
日
の
「
成
人
の
日」
、
朝
日

町
中
央
農
協
会
館
で
成
人
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雪
模

様
と
な
り
ま
し
た
が
、
午
前
十
時

の
閉
式
ま
で
に
は
、
華
や
か
な
振

り
そ
で
姿
の
女
性
や
真
新
し
い
ス

ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
男
性
ら
二
百

四
人
が
続
々
と
会
場
に
集
合
。
厳

か
な
式
典
に
臨
み
ま
し
た
。

そ
し
て
式
の
あ
と
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
ゲ

l
ム
を
楽
し
ん
だ
新

成
人
の
皆
さ
ん
は
、
故
後
に
記
念

撮
影
を
。
は
じ
け
る
よ
う
な
若
さ

と
希
望
に
満
ち
た
。
二
十
歳
の
顔
H

を
写
真
に
収
め
ま
し
た
。

新
年
の
足
な
ら
し
O
K

ー
山
崎
で
新
春
マ
ラ
ソ
ン
｜

一
月
一

一
目
、
山
崎
地
区
で
元
日
一

マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
、
約
二
十
人

の
皆
さ
ん
が
新
し
い
年
の
走
り
初

め
を
し
ま
し
た
。

今
年
で
八
回
目
を
迎
、
え
た
こ
の

元
副
一
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
同
地
区
の

「
か
っ
さ
か
走
友
会
」
の
メ
ン
バ
ー

を
中
心
と
す
る
小
学
生
か
ら
六
十

代
ま
で
の
人
た
ち
が
参
加
。

午
前
八
時
に
山
崎
小
学
校
前
を

ス
タ
ー
ト
し
た
皆
さ
ん
は
、
そ
れ

ぞ
れ
、

三
J
、
五
J
、
七
J
の
コ
ー

ス
を
花
伝
に
定
り
抜
き
ま
し
た
。

火
消
し
男
の
心
意
気

｜
消
防
団
出
初
め
式
｜

一
月
六
日
、
消
防
団
出
初
め
式

が
行
わ
れ
、
約
三
百
人
の
団
員
が

雪
の
隣
る
中
、
火
消
し
男
の
心
意

気
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

日
は
、
優
良
団
員
な
ど
の
表
彰
も

あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ま

L
た
。

日
本
消
防
協
会
長
特
別
表
彰

笹川

西三浦町

京市野

際関In 
南保越

蛭谷

辻岩崎

！殿 町

不動堂

棋水

境

高山市

上町

上町

舟川新

三校時

で言

し

H

子

〆
ト

－
J
 

羽毛
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幹子（54) 

かよ（76)

吉ニ（78)

弥凶郎（71)

ナ（90)

る（88)

手i(70) 

哲（ 1 ) 

や（70)

官（87)
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山
県
岬
利
附
崎
谷
町
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つ
臥
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あ

祭

水

毛

山

山

鍋

藤

I
l
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l
l
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1
1
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長井

井口

米田

尾崎

坂篠

松原

名古ii
j度 i金

大井

山閲

－
ま
ち
の
う
ご
き
⑪

し尿処理実施率.....全国平均37.7% 富山県（28位）46.1%( 1位）秋田県82.9% (47佐）東京都 9.8%・（し尿処理人口÷
処理計画人口 昭和62年度末）

よ
い
お
年
を
迎
え
て
ね

｜
園
児
が
し
め
飾
り
の
贈
り
物
｜

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
よ
い
お
年

を
迎
え
て
く
だ
さ
い
ね
」
。
十
二

月
二
十
七
日
、
宮
崎
保
育
所
の
子

供
た
ち
十
八
人
が
、
地
区
に
住
む

独
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
十
一
人

に
、
手
作
り
の
し
め
飾
り
を
プ
レ

セ
ン
ト
し
ま
し
た
。

チ
供
た
ち
が
真
心
、
」
め
て
作
っ

た
羊
の
マ
ス
コ
ッ
ト
付
き
の
か
わ

い
い
し
め
飾
り
、

一
一
足
早
く
、
お

年
寄
り
の
お
う
ち
に
正
月
気
分
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

鹿

熊
安
正
（
団
長
）
、
村
口
降
造
（
副

団
長
）
、
田
中
伸
寄
（
副
団
長
）

町
消
防
長
功
労
章

小
坂
孝
義
（
三

分
団
分
団
長
）
、
水
島
高
弘

（六
分

国
分
団
長
）

W

町
消
防
長
無
火
災
表
彰

二
分
団

間

二

年
）、
三
分
団
（
十
年
）
、
四
分

一
糊

凹
（

一
年
）、
五
分
団

（一二
年
）
、
六

山
川

」国

・品名

分
間

（
一
年
）

時

町
消
防
団
長
功
績
章

水
野
敏
男

即
物

二

分
間
団
員
）、
坂
口
淳
一
（
二

品
如

分
団
班
長
）
、
河
内
邦
洋
（
三
分
団

』
制

団
員
）
寺
田
清
（
四
分
団
班
長
）
、
品
川

堀
内
雅
哨
（
五
分
団
班
長
）
、
田
原

山
叶

忠
正

（六
分
団
班
長
）

］
%

町
消
防
団
長
表
彰

長
崎
成
賢

日
開

二

分
間
団
員
）、
藤
井
克
典

（
二
調

服

分
間
団
員
）、
問
中
康
夫
（
三
分
間

叫
川川

剖
員
）
、
川
久
保
端
世
（
問
分
団
団

い
凶

員
）
、
竹
内
俊
宏
（
五
分
団
団
員
）
、

開
%
）

調
。d＃
見

水
島
敏
彦

（六
分
凶
団
員
）

ぽ
日
削

躍

中
川
比
市
ゆ

t
p
E
－E
r司
釦
匝
封
書
同

川
川
副
刷
刊

4

6

刀口

屠

悶
wm

聞

山
率

割

合
問
診
ιw

z

A又

4
%
査

均一
l
診

鼠

ぬ
般

閥

均

一

閣

一
千
る

阪

岡
田
ト
A
F

邸

全
に

思

家
十

舵

払
W

臨

同門ス

圃

品開
砂

為

抽
相
川病A八成

7日以内

※ニのコーナーに1'rllliを載せてほ

しくない方｛ム lltt｛吉住民諜’受け

付けに申し，＇IJてく fごさい。

出生届 14日以内

届け出はお早めに

死t届

－
平
成
3
年
2
月
号
＠



む
か
し
、
大
家
庄
の
光
栄
守
の
天
井
主
に
三

人
の
税
チ
天
狗
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
天
狗
は
決
し
て
そ
の
姿
は
現
さ
な
い

も
の
の
、
寺
の
住
職
と
は
大
変
仲
が
よ
く
、
何

か
あ
る
と
お
布
地
を
包
ん
だ
シ
ワ
の
つ
い
た
紙

に
県
で
手
紙
を
出
い
て
川
を
起
し
て
い
ま
し
た
。

あ
る
日
の
こ
と
で
す
。
『
明
日
、月
山
と
南
保

の
寺
の
住
職
が
二
人
で
楢
だ
る
を
持

っ
て
訪
ね

て
く
る
か
ら
、
出
宴
の
用
意
を
し
て
お
く
よ
う

に
」
と
書
か
れ
た
大
仰
か
ら
の
手
紙
が
天
舟
か

ら
下
が
っ
て
き
ま
し
た
。

仕
職
は

「
そ
ん
な
こ
と
が
な
ぜ
分
か
る
の
だ

ろ
う
か
」
と
思
い
な
が
ら
も
、
天
狗
の
手
紙
の

と
お
り
準
備
を
し
て
待
っ
て
い
る
と
、
は
た
し

て
二
人
が
や
っ
て
来
た
で
は
あ
づ
ま
せ
ん
か
。

「
お
二
人
が
来
ら
れ
る
の
を
今
か
今
か
と
お
待

ち
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
」
と
住
職
が
言
っ

た

も
の
だ
か
ら
、

二
人
は
び

っ
く
り
。
住
臓
の
れ

の
利

い
た
も
て
な
し
に
上
機
嫌
で
す
。
や
が
て

V天狗は天井から手紙を・．．

＂＂＇＂・a

「
今
日
は
本
当
に
楽
し
か

っ
た
。
叫
桁
梢
な

－
日

で
ご
ざ

っ
た
わ
い
」
と
尚
足
気
に
二
人
が
州
っ

て
い

っ
た
の
で
、
住
職
も
討
を
よ
く
し
て
天
拘

に
も
楢
を
分
け
て
や
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
天
狗
は
な
か
な
か
の
い
た
ず

ら
者
で
、
障
子
を
燃
や
し
た
り
、
床
下
に
火
の

玉
を
走
ら
せ
た
リ、

ミ
ソ
お
け
に
灰
を
ま
き
散

ら
し
た
り
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。

と
う
と
う
あ
る
日
、
そ
れ
を
見
か
ね
た
住
職

は
法
衣
を
改
め
、
御
主
の
前
で
正
座
し

「
神
聖

な
こ
の
道
場
を
荒
ら
す
と
は
言
語
道
断
、
直
ち

に
ざ
ん
げ
し、

こ
の
道
場
を
守
れ
。
そ
う
す
れ

ば
氷
く
こ
こ
に
唐
る
こ
と
を
許
そ
う
。
そ
れ
が

て
き
な
け
れ
ば
、
今
す
ぐ
こ
こ
を
す
一
ち
去
れ
。

一
度
そ
の
姿
を
現
さ
れ
よ
」
と
、
。
大
声
で
天

狗
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
、
ピ
タ
リ
と
天
狗
は
い
た
ず
ら
を

し
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
し
ば
ら
く
し
て
天
狗

か
ら

「
長
々
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か

ら
能
設
へ
行
き
ま
す
。
と
き
ど
き
遊
び
に
ま
い

り
ま
す
」
と
い
う

T
紙
が
届
き
ま
し
た
。
そ
し

て
今
ま
で
の
お
礼
に
と
、
胃
腸
薬
や
寝
小
便
に

効
く
薬
の
作
り
方
な
ど
を
教
え
て
寺
を
立
ち
去

っ
て
い
き
ま
し
た
。

州
叫
小
れ
で
も
、
越
中
は
仰
の
方
よ
り
や

っ
て
米

た
天
狗
が
住
み
つ
い
た
と
言

い
伝
え
ら
れ
て
い

る
お
寺
が
、
能
登
の
方
に
残
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

Eヨ月M 表1i司

語 らいのお茶

バタバタ茶

定1沼
木材lの袋に入れたお茶を茶

釜で沸かし，適伎の色とI川、が

出たところで五郎八茶わんに

入れ，二本令わせの茶せんを

使い，泡立てて飲む一一。

パタパタ茶は，本来黒茶と

いい，中｜王｜は漢の時代に拡ま

れていたものが日本に伝米し

たと言われていますが，相l1::1 

町でも蛭谷地区を中心に，古

くから集いの！市などで飲まれ

てきました。

今では朝日町の名物として

すっか I）定着したこのパタノ〈

タ茶，lllTとair内の卸売業者－な
どが共同II¥資して設立した「株

式会社あさひ」て。製品化もさ

れています。

－
平
成

3
年
2
月
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⑪

V
朝
日
町
に
関
す
る

O
×
式
の
問

題
を
三
つ
。
「
朝
日
町
の
面
積
は
、

東
京
都
の
約

一
一
剤
で
あ
る
」
、

「
朝

H
町
で
誕
生
し
た
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
公
認
ポ
ー
ル
は
、全
国
四

十
都
道
府
県
に
送
ら
れ
て
い
る
」
、

「
全
国
に
は
、
北
尚
道
、
山
形
、

出
山
、
筒
井
、

三
京
の
五
つ
の
道

県
に
H

初
日
間
々
が
あ
る
が
、

一

番
人
口
の
多
い
の
は
富
山
県
の
朝

日
町
で
あ
る
」
。
以

上
三

つ
の
問

題
、
そ
れ
ぞ
れ

O
で
し
ょ
う
か
、

×
で
し
ょ
う
か
。

V
こ
れ
は
、

一
川
十
五
日
に
行
わ

れ
た
「成
人
式
」
の
あ
と
、
ゲ
ー
ム

の
一
つ
と
し
て
出
題
さ
れ
た
問
題

で
す
。
ち
な
み
に
答
え
は
、

三
間

と
も

O
が
｝北
解
。
出
席
者
二
自
四

十
八
の
う
ち
、
全
一
間
正
解
者
は
七
人

と
い
う
結
果
で
し
た
。

V
こ
の
問
題
は
別
と
し
て
も
、
町

の
こ
と
は
意
外
と
知
ら
な
い
も
の
。

朝
臼
町
の
魅
力
を
制
発
見
し
、
町

の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
を
阿
る
こ
と

を
ね
ら
い
に
、
こ
の
ほ
ど
グ
ラ
ビ

ア
誌

「
マ
庁
ジ
ン
ア
サ

ヒ」

が
発

刊
さ
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご

一
読
を
。

6）カ y コ内は商j月比世帯数 5'132 ( + 言十 18,100(+13) 7) 女 9,573(+6) 〔1月の人ロ〕男 8,527(+


